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市の財政に関する詳細は

総務部 財政課 財政係
((24)0541 ▪ＦＡＸ (22)8854

一 般 会 計 の 借 入 368 億 2,100 万円
特 別 会 計 の 借 入 720 万円
公営企業会計の借入 220 億 4,578 万円
合 　 　 　 　 　計 588 億 7,398 万円

財産区分 土　地 建　物
行政財産 1,279 万 2,562 ㎡ 47 万 2,025 ㎡
公 用 財 産 189 万 3,158 ㎡ 5 万 3,175 ㎡
公共用財産 1,089 万 9,404 ㎡ 41 万 8,850 ㎡
普通財産 442 万 6,696 ㎡ 1 万 2,235 ㎡
合　　計 1,721 万 9,258 ㎡ 48 万 4,260 ㎡

財政健全度を判断する指標

指　標 市の比率 国の基準比率
早期健全化 財政再生

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字
比率　　

公営企業を除いた赤字状
況を表すもの 黒字決算 12.33％ 20.0％

連結実質
赤字比率

会計を合算した全体の赤
字状況を表すもの 黒字決算 17.33％ 30.0％

実質公債
費比率　

1 年間の収入に対する借入
金返済額の割合を表すもの 9.5％ 25.0％ 35.0％

将来負担
比率　　

将来負担する借入金に対
する返済能力を表すもの 61.7％ 350.0％

資金不足比率 公営企業の経営状況の深
刻度を表すもの 該当なし 20.0％

▇ 地方公共団体の財政破綻を防ぐために、平成 20 年から《財政健全
化法》により、全国の地方公共団体は、毎年度、財政の健全度を判断
する指標を算定し、公表しています。
▇ ５つの指標のうち、１つでも市の比率が国の基準比率を超えた場合、
計画的な健全化・再生が義務づけられます。
▇早期健全化の基準を超えると、《財政健全化団体（破綻の一歩手前）》
に、財政再生の基準を超えると、《財政再生団体（破綻）》となります。

平成 29 年度のまちの決算を

お伝えします。

まちの家計簿

今月の

焦点 
一般
会計

特別
会計

福 祉 や 教 育 、 消 防 な ど 市 が 行 う 行 政 運 営 の
基 本 的 な 経 費 を 経 理 す る 会 計 で す 。

保 険 料 な ど 特 定 の 収 入 を 財 源 に 特 定 の 事 業 を
行 い 、 一 般 会 計 と は 別 に 経 理 す る 会 計 で す 。
6 つ の 会 計 ご と に 事 業 を や り く り し て い ま す 。

公営企業
会計

民 間 企 業 と 同 じ よ う に 、 サ ー ビ ス の
提 供 で 収 入 を 得 て 、 そ の 収 入 で 支 出
を 賄 う 会 計 で す 。 水 道・ 下 水 道・ 病
院 の ３ つ の 企 業 会 計 が あ り ま す 。

◉平成 29 年度の決算状況は、全て
の指標において、健全な水準にある
といえます。市は、引き続きバラン
スのとれた財政運営を進めます。

市が一度に多額のお金を必要とする事業に
認められる《市債》です。道路や学校の建
設や、災害復旧などに限られています。

市債の状況

土地・建物
借金

まちの

H30.3.31
現在

《普通財産》のほか、市が使用する《公用財産》、
市民が使用する《公共用財産》とに区分します。

有価証券（株券など）

基　　金（事業資金の積み立てなど／全 16 基金）

出資による権利（団体への資本金）財産
まちの

H30.3.31
現在

35 億 5,355 万円 2 億 8,309 万円

123 億 3,746 万円 ○財政調整基金 ○農業振興基金 ○
奨学基金 ○公共施設整備基金 ○国

民健康保険事業財政調整基金 ○土地開発基金 ○みんなで、ひと・まちづく
り基金 ○減債基金 ○地域福祉振興基金 ○霊園管理基金 ○ふるさと千歳国際
交流基金 ○職員退職手当基金 ○介護保険事業給付費準備基金　○特定地域
振興基金 ○心のふるさと千歳基金 ○特定防衛施設周辺整備調整交付金基金

会　計　名 歳　入 歳　出 差　 引
国民健康保険（国民健康保険事業を運営するための会計） 96 億 89 万円 93 億 9,621 万円 2 億 469 万円
土地取得事業（公共施設用地をあらかじめ取得するための会計） 1,245 万円 1,200 万円 45 万円
公設地方卸売市場事業（公設地方卸売市場を運営するための会計） 4,593 万円 4,577 万円 16 万円
霊園事業（霊園の用地取得や管理運営のための会計） 3,798 万円 3,798 万円 0 円
介護保険事業（介護保険事業を運営するための会計） 49 億 9,560 万円 48 億 16 万円 1 億 9,544 万円
後期高齢者医療（後期高齢者の医療保険制度のための会計） 10 億 3,498 万円 10 億 3,328 万円 171 万円

合　　　計 157 億 2,784 万円 153 億 2,540 万円 4 億 244 万円

民 生 費
31.3%

職 員 費
14.6%

公 債 費
9.8%

教 育 費
8.4%

土 木 費
8.3%

諸支出金
衛生費

5.6%

5.0%

その他
17.0%

市 　 税
36.4%

国・ 道
支出金
23.6%

使用料・手数料など／ 3.1%・12億 7,133万円

市　債
 7.3%

地 　 方
交 付 税
な 　 ど
17.7%

歳入決算歳出決算

4 0 8 億 4 , 7 3 8 万 円 4 0 9 億 2 , 1 2 8 万 円

148 億 9,364 万円
○固定資産税・都市計画税（74億9,581万円）
○市民税 (63 億 4,412 万円 )
○市たばこ税 (8 億 2,421 万円 )

96 億 4,832 万円
○国からの補助金 (73 億 4,849 万円 )
○北海道からの補助金 (22 億 9,983 万円 )

72 億 2,186 万円
○地方交付税 (35 億 6,159 万円 )
○地方消費税交付金 (19 億 7,996 万円 )
○地方譲与税 (8 億 2,336 万円 )

32 億 5,130 万円
繰入金・繰越金／ 1.3%・5億 5,321万円
諸収入・寄附金／ 2.7%・10億 9,605万円

29 億 8,558 万円

127 億 6,986 万円
○児童福祉 (45 億 5,891 万円 )
○生活保護 (25 億 9,878 万円 )

○障がい者支援 (23 億 6,312 万円 )
○高齢者福祉 (12 億 9,360 万円 )

59 億 4,168 万円

39 億 8,826 万円

34 億 1,654 万円
○小中学校 (14 億 1,158 万円 )

○社会教育 (6 億 718 万円 )
○保健体育 (9 億 5,434 万円 )

34 億 415 万円

23 億 122 万円

20 億 5,462 万円

69 億 7,105 万円
○商工業や観光の振興（9 億 8,823 万円 )

○農林水産業の振興 (3 億 5,883 万円 )

主要事業
H29年度

プレイバック

緑小学校区学童クラブ新築整備事業 休日夜間急病センター整備事業

青葉陸上競技場改修事業第 2庁舎建設事業

4 億 2,066 万円

1 億 387 万円 1 億 5,579 万円

8,839 万円

病　院　事　業 水　道　事　業下 水 道 事 業

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

61 億 4,292 万円

61 億 4,692 万円

5,000 万円

5 億 5,426 万円

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

37 億 6,524 万円

33 億 3,221 万円

3 億 1,643 万円

12 億 1,560 万円

収益的
収　支

資本的
収　支

収入

支出

収入

支出

20 億 148 万円

22 億 2,892 万円

4 億 621 万円

9 億 204 万円

１年間の事業活動で得ら
れる収益と費用を損益計
算の形で表すもの。

《収益的収支》
１年間に支出した施設
の建設経費（借金返済
を含む）と財源収入。

《資本的収支》

7 億 5,992 万円内部留保資金残高23 億 5,691 万円内部留保資金残高5 億 9,175 万円内部留保資金残高

▇ 給水戸数　…　4 万 1,999 戸
市が水道水を供給している戸数。
前年度比 756 戸増。
▇ 総配水量　…　1,180 万 802 ㎥
飲料水として浄水場から送り出された総水
量。前年度比 1.23％減。
▇ 有収水量　…　1,148 万 4,569 ㎥
総配水量のうち、水道料金収入が得られる
水量。前年度比 0.39％増。
▇ 有収率　　…　97.32％
総配水量に占める有収水量の比率。高いほ
ど良好な状況を示す指標。
前年度比 1.57 ポイント増。

▇ 排水戸数　  …  4 万 2,526 戸
市が下水道の処理を行う区域の戸数。
前年度比 715 戸増。
▇ 総処理水量  …  2,046 万 901 ㎥
処理した下水の総水量。
前年度比 0.33％増。
▇ 有収水量　 …   1,402 万 9,281 ㎥
総処理水量のうち、下水道使用料収入が得
られる水量。前年度比 0.09％減。
▇ 有収率　　…　68.57％
総処理水量に占める有収水量の比率。高い
ほど良好な状況を示す指標。
前年度比 0.28 ポイント減。

▇ 市民病院入院患者数… 5 万 3,560 人
前年度比 1,373 人減。
▇ 市民病院外来患者数…16 万 5,146 人
前年度比 2,650 人減。
▇ 泉郷診療所外来患者数  …      751 人
前年度比  4 人増。
▇ 支笏湖診療所外来患者数 … 837 人
前年度比 123 人増。

内部留保資金は､過去からの利益（黒
字）の蓄積によって生じた資金で、事
業運営に必要な運転資金になります｡

《内部留保資金残高》とは

※ 内訳には、主な項目を掲載しています。

財 産 収 入
7.9%


